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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上下方向にのびるスロート部を有するバーナボディと、このバーナボディ上に着脱自在
に装着され、スロート部に通じる環状のチャンバを画成すると共に、このチャンバの外周
部に周方向の間隔を存して多数の炎孔を画成するバーナキャップと、を備え、
　スロート部の下方に設けられるノズルによりこのスロート部の下向きに開口する下端開
口に向けて燃料ガスが噴射されるように構成したコンロ用バーナにおいて、
　前記バーナボディは、スロート部の上端開口に所定の間隔を存して対向し、スロート部
の上端開口から流出するガス流を径方向に拡げてこのスロート部の下端開口から一次空気
を吸い込む効果を発揮させる板部を備え、前記板部は、前記スロート部の上端開口を完全
に覆うことのできる大きさを有することを特徴とするコンロ用バーナ。
【請求項２】
　前記板部は、前記スロート部の上端開口の外周に立設した少なくとも１本の柱部を介し
て前記バーナボディに一体に形成されていることを特徴とする請求項１記載のコンロ用バ
ーナ。
【請求項３】
　前記柱部は、前記炎孔のうち点火用炎孔またはコンロに備えられる五徳の五徳爪の位置
に対応して設けられる小炎孔と同一方位に位置することを特徴とする請求項２記載のコン
ロ用バーナ。
【請求項４】
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　前記板部の外周に、その外側に向かって突出する突部が形成され、前記バーナボディ上
にバーナキャップを正規位相で装着したとき、この突部に係合する係合部がバーナキャッ
プの下面に形成されていることを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載のコンロ
用バーナ。
【請求項５】
　前記バーナキャップの下面に、前記板部が嵌合する凹部が形成されていることを特徴と
する請求項１～４のいずれか１項に記載のコンロ用バーナ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ラジアルベンチュリー効果で一次空気を吸い込むようにしたコンロ用バーナ
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、上下方向にのびるスロート部を有するバーナボディと、このバーナボディ上に着
脱自在に装着されるバーナキャップとを備え、バーナキャップの下面中央部をスロート部
の上端開口に所定の間隔を存して対向させてスロート部に通じる環状のチャンバを画成す
ると共に、このチャンバの外周部に周方向の間隔を存して多数の炎孔を画成するようにし
たコンロ用バーナが特許文献１で知られている。
【０００３】
　このものでは、スロート部の下方に設けたノズルからこのスロート部の下端開口に向け
て燃料ガスを噴射すると、スロート部の上端開口から流出するガス流がバーナキャップの
下面中央部に当たって径方向に拡げられてラジアルベンチュリー効果を生じ、スロート部
の下端開口から一次空気を吸い込む効果を発揮する。そして、スロート部で混合された燃
焼ガスと一次空気との混合ガスがチャンバを介して炎孔に供給されて燃焼する。このよう
な構成によれば、バーナ自体の小型軽量化を図ることができる等の利点がある。
【０００４】
　然し、上記のものでは、上下方向にのびるスロート部の直下にノズルが配置されている
ため、例えばバーナのお手入れ時にバーナボディからバーナキャップを取り外すと、スロ
ート部を通してノズルが露出する。このため、水滴や調理かす等の異物がスロート部を通
してノズル上に落下し、ノズル詰まりを生じる虞がある。ノズル詰まりが生じると、燃料
ガスを供給できず、バーナが使用できなくなるという不具合が生じる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特表２００６－５２６１２６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、以上の点に鑑み、バーナキャップを取り外してもノズルが露出せず、水滴や
異物によるノズル詰まりを効果的に防止できるコンロ用バーナを提供することをその課題
とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するために、本発明は、上下方向にのびるスロート部を有するバーナボ
ディと、このバーナボディ上に着脱自在に装着され、スロート部に通じる環状のチャンバ
を画成すると共に、このチャンバの外周部に周方向の間隔を存して多数の炎孔を画成する
バーナキャップと、を備え、スロート部の下方に設けられるノズルによりこのスロート部
の下向きに開口する下端開口に向けて燃料ガスが噴射されるように構成したコンロ用バー
ナにおいて、前記バーナボディは、スロート部の上端開口に所定の間隔を存して対向し、
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スロート部の上端開口から流出するガス流を径方向に拡げてこのスロート部の下端開口か
ら一次空気を吸い込む効果を発揮させる板部を備え、前記板部は、前記スロート部の上端
開口を完全に覆うことのできる大きさを有することを特徴とする。
 
【０００８】
　本発明によれば、スロート部の下端開口にノズルから燃料ガスを噴射すると、スロート
部の上端開口から流出するガス流が板部に当たって径方向に拡げられると同時にスロート
部の下端開口から一次空気が吸い込まれる効果、所謂ラジアルベンチュリー効果を生じる
。そして、スロート部にて燃焼ガスと一次空気とが混合され、この混合ガスがチャンバを
介して炎孔に供給されて燃焼する。そして、お手入れ時にバーナボディからバーナキャッ
プを取り外しても、板部がスロート部を通してノズルが露出することを防止するカバーと
して機能し、水滴や異物がスロート部を通してノズル上に落下してノズル詰まりが生じる
ことを防止できる。
 
【０００９】
　また、本発明において、前記板部は、前記スロート部の上端開口の外周に立設した少な
くとも１本の柱部を介して前記バーナボディに一体に形成されていることが望ましい。こ
れによれば、別体の板部をバーナボディに固定するものと異なり、部品点数を削減して低
コスト化を図ることができる。
【００１０】
　なお、前記柱部は、前記炎孔のうち点火用炎孔またはコンロに備えられる五徳の五徳爪
の位置に対応して設けられる小炎孔と同一方位に位置することが望ましい。ここで、柱部
と同一方位に位置する炎孔に供給されるガス量は少なくなりがちであるが、点火用炎孔も
小炎孔も元々ガス量が少なくても良い炎孔であるため、不具合は生じない。
【００１１】
　また、本発明においては、前記板部は、前記スロート部の上端開口を完全に覆うことの
できる大きさを有することが望ましい。これによれば、お手入れ時にバーナボディ上に水
をこぼしてスロート部に水が侵入することを防止できる。
【００１２】
　さらに、本発明においては、前記板部の外周に、その外側に向かって突出する突部が形
成され、前記バーナボディ上にバーナキャップを正規位相で装着したとき、この突部に係
合する係合部がバーナキャップの下面に形成されていることが望ましい。これによれば、
バーナボディにバーナキャップを装着する際に、突部に係合部を係合することで、バーナ
ボディに対してバーナキャップが正規位相に位相決めされ、誤セットを防止できる。
【００１３】
　この場合、前記バーナキャップの下面に、前記板部が嵌合する凹部が形成されていれば
、バーナボディに対してバーナキャップが芯合わせされ、誤セットを確実に防止できる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の実施形態のコンロ用バーナをガスコンロに組み付けた状態で示す断面図
。
【図２】コンロ用バーナの構成を説明する分解斜視図。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態のコンロ用バーナを説明する。図１を参照して
、１は、ガスコンロのコンロ本体を示す。コンロ本体１の開口した上面には天板２が載置
されている。天板２にはバーナ用開口２ａが開設され、上記バーナ用開口２ａを通して上
方に突出するようにコンロ用バーナ３が設けられている。そして、バーナ用開口２ａの周
囲には五徳４が配置され、この五徳４に鍋等の調理容器を設置して加熱調理が行われる。
【００１６】
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　コンロ用バーナ３は、バーナボディ３１と、このバーナボディ３１上に着脱自在に装着
されるバーナキャップ３２とを備え、コンロ本体１の底部に設けた台座Ｆ上に取り付けら
れたホルダ５で保持される。図２に示すように、バーナボディ３１は、円板状の基部３１
ａと、基部３１ａの上面中央に突設した切頭円錐状の隆起部３１ｂと、基部３１ａの下面
中央に垂設した段付き筒円筒状の垂下部３１ｃと、基部３１ａの外周縁部に立設した環状
の周壁部３１ｄから構成される。周壁部３１ｄには切欠き３１ｅが形成され、この切欠き
３１ｅには、後述の点火プラグと熱電対とが配置される。また、バーナボディ３１には、
隆起部３１ｂ及び垂下部３１ｃを貫通して上下に開口するスロート部３１ｆが形成されて
いる。スロート部３１ｆは、下方から上方に向かって縮径するテーパ状に形成されている
（図１参照）。
【００１７】
　バーナキャップ３２は、バーナボディ３１の周壁部３１ｄ上面に着座する筒壁部３２ａ
を有する。この筒壁部３２ａには、周方向の間隔を存して、深さの異なる大小二種類の溝
が多数形成されている。そして、バーナボディ３１上にバーナキャップ３２を載置すると
、スロート部３１ｆに通じる環状のチャンバ３３が画成されると共に、上記溝によってチ
ャンバ３３の外周部に多数の炎孔が画成される。
【００１８】
　ここで、切欠き３１ｅと対向する筒壁部３２ａの部分には、幅広の小溝が形成され、点
火用炎孔３２ｂが画成される。また、五徳４の五徳爪４ａと同一方位に位置する筒壁部３
２ａの部分には、３つの小溝が連続して形成され、これら小溝によって小炎孔３２ｃが画
成される。これにより、火炎が五徳爪４ａに触れて燃焼不良を生じることが防止される。
さらに、五徳爪４ａ間に位置する筒壁部３２ａの部分には、大溝と小溝とが交互に形成さ
れ、大溝によって通常炎孔３２ｄが画成され、小溝によって保炎孔３２ｅが画成される。
【００１９】
　ホルダ５は、台座５１と、この台座５１の一辺に立設した支持片５２と、支持片５２で
片持支持された環状の座板５３とから構成される。座板５３の外周には係合溝５３ａが付
設されている。そして、ホルダ５にバーナボディ３１をセットする場合、バーナボディ３
１をその垂下部３１ｃ側から座板５３の内周に挿入し、垂下部３１ｃに形成した突片３１
ｇを係合溝５３ａに係合させながら、バーナボディ３１の基部３１ａを座板５３上に着座
させる。これにより、ホルダ５に対してバーナボディ３１が位相決め及び芯合わせされる
と共に、後述するノズルに対して上下方向に位置決めされる。
【００２０】
　また、ホルダ５の台座５１には、Ｌ字状に穿設したガス通路５４が形成され、その上方
に開口した部分にはノズル６が設けられている。そして、ホルダ５にバーナボディ３１を
セットすると、ノズル６先端のガス噴射口６１がスロート部３１ｆを臨み、スロート部３
１ｆの下端開口に向けて燃料ガスを噴射できるようになる。さらに、ホルダ５の支持片５
２には、保持部５２ａが一体に形成され、バーナキャップ３２の周囲に突設したターゲッ
ト３２ｆとの間で火花放電を行う点火プラグ７と、火炎を検知する熱電対８とが保持され
るようになっている。
【００２１】
　ところで、上記構成のコンロ用バーナ３では、上下方向にのびるスロート部３１ｆの直
下にノズル６が配置されているため、お手入れ時にバーナボディ３１からバーナキャップ
３２を取り外すと、スロート部３１ｆを通してノズル６が露出する。このため、水滴や調
理かす等の異物がスロート部３１ｆを通してノズル６上に落下してノズル詰まりを生じな
いようにする必要がある。
【００２２】
　本実施形態では、バーナボディ３１の隆起部３１ｂ上面に、スロート部３１ｆの上端開
口に所定の間隔を存して対向し、スロート部３１ｆからの混合ガスを径方向に拡げる円板
状の板部３１ｈが一体に設けられている。板部３１ｈは、スロート部３１ｆの上端開口を
完全に覆うことのできるように、隆起部３１ｂ上面と同一の大きさであり、隆起部３１ｂ
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上面に１８０°間隔で一体形成した２本の柱部３１ｉ、３１ｊで支持される構造となって
いる。両柱部３１ｉ、３１ｊの高さは、隆起部３１ｂの上面と、板部３１ｈの下面との間
の間隔（スロート部３１ｆの上端開口に所定の間隔）が２～３ｍｍとなるように設定され
る。
【００２３】
　また、一方の柱部３１ｊに合致する板部３１ｈの外周部には、その外側に向かって突出
し、隆起部３１ｂの斜面に向かって垂設した突部３１ｋが一体に形成されている。また、
板部３１ｈの形状に対応して、バーナキャップ３１の下面には、板部３１ｈが嵌合する平
面視円形の嵌合凹部３２ｇが形成されていると共に、この嵌合凹部３２ｇの外周に連続し
て突部３１ｋが係合する係合凹部（係合部）３２ｈが形成されている。
【００２４】
　そして、ホルダ５で保持されたバーナボディ３１にバーナキャップ３２を装着する場合
、突部３１ｋを係合凹部３２ｈに係合させながら、板部３１ｈを嵌合凹部３２ｇに嵌合さ
せる。これにより、バーナボディ３１に対してバーナキャップ３２が位相決め及び芯合わ
せされた状態でセットされる。この場合、両柱部３１ｉ、３１ｊは、点火用炎孔３２ｂ及
び小炎孔３２ｃと同一方位に位置するようになっている。
【００２５】
　上記のようにコンロ用バーナ３をセットした後、ノズル６からスロート部３１ｆに燃料
ガスを噴射すると、スロート部３１ｆの上端開口から流出するガス流が板部３１ｈの下面
に当たって径方向に拡げられると同時にスロート部３１ｆの下端開口から一次空気が吸い
込まれる効果、所謂ラジアルベンチュリー効果を生じる。なお、本実施形態では、スロー
ト部３１ｆをテーパ形状とすると共に所定の間隔を存して板部３１ｈを設けたことで、ス
ロート部３１ｆがストレート形状であるものと比較してスロート部３１ｆの長さを短くし
ても、確実にラジアルベンチュリー効果を生じさせることができ、コンロ用バーナ３の更
なる小型化が図れる。そして、スロート部３１ｆにて燃焼ガスと一次空気とが混合され、
この混合ガスがチャンバ３３を介して炎孔に供給されて燃焼する。
 
【００２６】
　以上説明したように、本実施形態のコンロ用バーナ３では、スロート部３１ｆの上端開
口に所定の間隔を存して板部３１ｈを対向配置したため、お手入れ時にバーナボディ３１
からバーナキャップ３２を取り外しても、板部３１ｈがスロート部３１ｆを通してノズル
６が露出することを防止するカバーとして機能し、水滴や異物がスロート部３１ｆを通し
てノズル６上に落下してノズル詰まりが生じることを防止できる。しかも、板部３１ｈは
、スロート部３１ｆの上端開口を完全に覆うことのできるように、隆起部３１ｂ上面と同
一の大きさとしたため、お手入れ時にバーナボディ３１上に水をこぼしてスロート部３１
ｆに水が侵入することを防止できる。
【００２７】
　また、板部３１ｈは、２本の柱部３１ｉ、３１ｊを介してバーナボディ３１の隆起部３
１ｂに一体に形成しているため、バーナボディと別体の板部をこのバーナボディに固定す
るものと異なり、部品点数を削減して低コスト化を図れる。
【００２８】
　さらに、一の柱部３１ｉが点火用炎孔３２ｂに、他の柱部３１ｊが小炎孔３２ｃのうち
いずれか１つと同一方位に位置するようにしたため、柱部３１ｉ、３１ｊと同一方位に位
置する炎孔に供給されるガス量は少なくなりがちであるが、点火用炎孔３２ｂも小炎孔３
２ｃも元々ガス量が少なくても良い炎孔であるため、不具合は生じない。
【００２９】
　さらに、上記実施形態のコンロ用バーナ３では、ホルダ５に対してバーナボディ３１を
セットする際、及び、バーナボディ３１に対してバーナキャップ３２をセットする際に、
上記のように位相決め及び芯合わせされるような構成を採用したため、お手入れ後に、コ
ンロ用バーナ３を再度セットする場合でも、誤セットを確実に防止できる。
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【００３０】
　以上、本実施の形態のコンロ用バーナ３について説明したが、本発明は、上記のものに
限定されるものではない。例えば、板部３１ｈを支持する柱部３１ｉ、３１ｊの数等は、
五徳４の形状等を考慮して適宜選択できる。また、スロート部３１ｆをテーパ状に形成し
たものを例に説明したが、上記に限定されるものではなく、従来例のようにストレートで
あってもよい。さらに、バーナボディ３１とホルダ５とを別体としたものを例に説明した
が、これに限定されるものではなく、バーナボディ３１とホルダ５とを一体に形成するこ
ともできる。
【符号の説明】
【００３１】
　３…コンロ用バーナ、３１…バーナボディ、３１ｆ…スロート部、３１ｈ…板部、３１
ｉ、３１ｊ…柱部、３１ｋ…突部、３２…バーナキャップ、３２ｂ…点火用炎孔、３２ｃ
…小炎孔、３２ｄ…通常炎孔、３２ｅ…保炎孔、３２ｇ…嵌合凹部、３２ｈ…係合凹部、
３３…チャンバ、４…五徳、４ａ…五徳爪、６…ノズル

【図１】 【図２】
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